


２広報東松島 １０月号

▲すごいね～、すげ～な～

▲青空に映えるブルーの軌跡

５１
回
目
も
盛
大
に

中
空
音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
と
松
島
基
地
司
令
や
来
賓
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
幕
を
開

け
た
航
空
祭
。
５１
回
目
を
迎
え
た

今
年
は
小
雨
交
じ
り
の
あ
い
に
く

の
空
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
場

か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
上
空
で
は
同
基
地
所
属
の

Ｆ
‐
２
支
援
戦
闘
機
が
機
動
飛
行

を
行
っ
た
ほ
か
、
救
難
隊
の
Ｕ

Ｈ
‐
６０
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
救
難

展
示
を
実
施
。
ま
た
、
青
森
県
の

米
軍
三
沢
基
地
か
ら
飛
来
し
た

Ｆ
‐
１６
戦
闘
機
が
迫
力
あ
る
展
示

飛
行
を
披
露
し
ま
し
た
。

祭
の
目
玉
で
あ
る
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
は
、
午
前

（
訓
練
飛
行
）と
午
後（
曲
技
飛
行
）

の
２
度
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
曲
技
飛
行
時
に
は
雲
の
切
れ

目
か
ら
太
陽
も
顔
を
出
し
、
滝
の

流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
レ
ー
ン

フ
ォ
ー
ル
」や
大
空
に
大
き
な
ハ

ー
ト
を
描
く「
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
」を

次
々
と
披
露
。
青
空
を
キ
ャ
ン
バ

ス
に
美
し
い
軌
跡
を
描
く
６
機
の

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
、
会
場
内

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

一
方
地
上
で
は
、
Ｆ
‐
２
を
は

じ
め
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
陸
・

海
・
空
の
自
衛
隊
機
や
米
軍
機
な

ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
基
地
防

空
火
器
や
装
備
品
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
、
カ
メ
ラ
を
向
け

盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
航
空

フ
ァ
ン
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
気
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
Jr.
の
展
示
走
行
で
は
、
本
物

の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
顔
負
け
の

息
の
あ
っ
た
演
技
が
披
露
さ
れ
、

一
つ
ひ
と
つ
の
技
が
決
ま
る
ご
と

に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

今
年
の
航
空
祭
に
訪
れ
た
観
客

は
約
９
万
５
千
人
。
東
松
島
市
の

大
空
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

真
夏
の
祭
典
を
、
心
ゆ
く
ま
で
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

巧
み
の
技
に
喝
采

祭
典
に
9
万
5
千
人

今
年
も
恒
例
と
な
っ
た
航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
の
航
空
祭（
第
５１
回
航
空
祭
実
行
委
員

会
主
催
）が
8
月
２８
日（
日
）、
同
基
地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
多
く
の
航
空
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
が
詰
め
か
け
る
中
、
大
空
を
舞
台
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
祭
典
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
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▲ガンバレ～、ブルーインパルス!!

▲本家も脱帽、ブルーJr.の編隊飛行？

▲速いでしゅね～

▲いってらっしゃ～い、
すごい演技、期待してるよ～

▼ F-2の操縦席を見て、親子で感激～

▼一糸乱れぬハイパフォーマンス

第５１回
 

航 空 
祭 

フラッシ
ュバック

 

第５１回
 

航 空 
祭 

フラッシ
ュバック
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▲見事な連係プレーで人命救助

訓
練
は
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
の

地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
。
午
前

９
時
の
広
報
と
と
も
に
、
市
内
全

域
で
一
斉
に
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

矢
本
一
中
に
は
現
地
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
浅
野
史
郎
知

事
や
阿
部
秀
保
市
長
な
ど
が
見
守

る
中
、
緊
急
消
防
援
助
隊
宮
城
県

隊
に
よ
る
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出

救
助
訓
練
や
、
消
防
団
・
自
衛
隊

な
ど
に
よ
る
火
災
防
御
訓
練
、
避

難
者
参
加
に
よ
る
事
故
車
両
か
ら

の
救
出
訓
練
な
ど
、
想
定
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
対
応
す
る
訓

練
を
実
施
。
周
辺
地
域
の
自
主
防

災
組
織
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
な
ど
に
よ
る
自
主
防
災
訓
練

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
前
中
に
降
っ
た

雨
の
影
響
で
予
定
さ
れ
て
い
た
訓

練
の
一
部
が
中
止
に
な
っ
た
も
の

の
、
メ
イ
ン
会
場
の
ほ
か
市
内
各

会
場
で
行
わ
れ
た
訓
練
に
は
地
域

住
民
を
は
じ
め
、自
衛
隊
や
消
防
、

警
察
や
関
係
者
な
ど
約
１
万
３
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
な

ど
が
詰
ま
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

を
背
負
う
な
ど
し
て
会
場
へ
避
難
。

一
つ
ひ
と
つ
の
訓
練
に
も
緊
張
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
意
識
の
高

さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
浅
野
知
事
が
、「
地

震
は
忘
れ
る
前
に
や
っ
て
き
ま

す
。
体
を
動
か
し
て
訓
練
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
心
を
新
た
に
今

回
の
訓
練
を
生
か
し
て
、
発
生
が

予
想
さ
れ
る
大
地
震
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。」と
講
評
。
ま
た
、
阿
部

市
長
は「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
職
員
は
市
民
の

生
命
･
財
産
を
守
る
責
務
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
訓
練
は
こ
れ
か
ら

の
東
松
島
が
取
り
組
む
防
災
へ
の

財
産
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。」と
訓

練
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
も
参
加

防
災
意
識

伺
わ
れ
る
訓
練

地
震
は

忘
れ
る
前
に
や
っ
て
く
る

近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
を
想
定
と
し
た
宮

城
県
と
東
松
島
市
の
共
催
に
よ
る「
9
・
１
総
合
防
災
訓
練
」が
9
月
4
日（
日
）、
矢

本
第
一
中
学
校
や
矢
本
東
小
学
校
校
庭
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
践
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
訓
練
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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▲棒と毛布も、使い方しだいで担架に早変わり ▲実践さながらの事故車両対応訓練

▲浅野知事、阿部市長も救護訓練の様子を視察

▲ほかに痛いところはありませんか？

▼火元を狙って、発射!!

▼適切な初期消火は大火災を食い止める第一歩

訓
練
を
見
守
る
眼
差
し
も
、
真
剣
そ
の
も
の
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参
加
予
定
の「
矢
本
愛
育
会
」の
皆
さ
ん
。
同
会
が
運
営
す
る
共
生
園
、

第
二
共
生
園
、
ぎ
ん
の
星
か
ら
約
３０
人
が
集
ま
り
、
歌
や
ダ
ン
ス
を

披
露
し
ま
す
。
現
在
は
メ
ン
バ
ー
全
員
で
猛
練
習
中
。

「
歌
と
踊
り
が
大
好
き
な
人
た
ち
な
の
で
、
出
場
を
大
変
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
う
で
す
」（
第
二
共
生
園
菊
池
昌
三
園
長
談
）

２
０
０
１
年
に
仙
台
で
初
め
て

行
わ
れ
た
こ
の
音
楽
祭
も
、
県
内

で
は
栗
原
市
、
県
外
で
は
盛
岡
市

や
秋
田
市
、
会
津
若
松
市
で
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
会
場
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
仙
台
で
は

主
催
す
る
実
行
委
員
会
の
中
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
立
ち
上
が
り
、
障

害
者
や
高
齢
者
の
文
化
的
活
動
と

社
会
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

活
動
を
行
う
に
至
っ
て
い
ま
す
。

東
松
島
市
の
同
音
楽
祭
は
、「
あ

か
し
や
会
」（
矢
本
一
中
学
区
）や

「
し
い
の
み
会
」（
矢
本
二
中
学
区
）、

「
い
ち
ょ
う
の
会
」（
鳴
瀬
地
区
）な

ど
の
小
中
学
校
特
殊
学
級
後
援
団

体
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

賛
同
す
る
一
般
市
民
な
ど
４１
人
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
運
営
。

ほ
か
の
開
催
地
に
負
け
な
い
熱
意

で
、
幾
度
と
な
く
話
し
合
い
を
繰

り
返
し
、
関
係
各
所
に
足
を
運
び

な
が
ら
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を
創
出

す
る
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
音
楽
祭
は
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
ロ
ッ

ク
タ
ウ
ン
矢
本
」の
特
設
ス
テ
ー

ジ
な
ど
４
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
。
障

害
者
・
健
常
者
の
枠
を
越
え
、
ロ

ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
４２
グ
ル

ー
プ
が
、
ス
ト
リ
ー
ト
演
奏
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
は
、
指
定
さ
れ
た

時
間
帯（
持
ち
時
間
３０
分
）に
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
歌
や
踊
り
な
ど
を
披

露
。
ま
た
、
午
後
５
時
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
で
行
わ
れ
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、
出
場
者
全
員
で
と
っ
て
お
き

の
音
楽
祭
テ
ー
マ
曲
で
あ
る「
オ

ハ
イ
エ
」を
熱
唱
す
る
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
会
場

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
市
民

手
づ
く
り
の
、
そ
し
て
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
た
人
々
の

思
い
と
笑
顔
が
溢
れ
る
音
楽
祭
を

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
人
々
の

思
い
が
集
結

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

乗
り
越
え
て

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一
緒
の
ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
を
楽
し
み
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
目
指
す
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
。
実
行
委
員
会（
本
田
和
彦
委
員
長
）の

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
り
着
実
に
準
備
が
進

み
、
い
よ
い
よ
今
月
9
日（
日
）、
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
が
幕
を
開
け
ま
す
。
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実
行
委
員
会
で
は「
企
画
･

構
成
」「
広
報
･
Ｐ
Ｒ
」「
ス
テ
ー

ジ
･
音
楽
サ
ポ
ー
ト
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
４
部
会
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
祭
が
大
成

功
に
終
わ
る
こ
と
を
信
じ
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
方
々
か
ら
も
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
今
年
の
音
楽

祭
の
成
功
に
加
え
、
来
年
以
降

に
つ
な
が
る
活
動
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
社
会
の
流
れ
と
し
て

障
害
者
が
特
定
の
施
設
で
団
体

生
活
を
送
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
中
で
地
域
の
人
々
と
と
も

に
暮
ら
す
世
の
中
が
訪
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育

感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

に
お
い
て
も
特
殊
学
級
の
統
合

教
育
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
の
中
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
に
は
、

健
常
者
の
方
々
に
障
害
者
の

方
々
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
音
楽
祭
開
催
は
、
そ

の
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
障
害

者
と
健
常
者
の
方
々
が
作
り
出

す
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

とっておきの音楽祭in東まつしま実行委員会

事務局長 佐々木　章
あきら

さん

～とっておきの音楽祭～とっておきの音楽祭 in  in 東まつしま東まつしま プログラム～プログラム～ ～とっておきの音楽祭～とっておきの音楽祭 in  in 東まつしま東まつしま プログラム～プログラム～ ～とっておきの音楽祭 in 東まつしま プログラム～ 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

 

オープニング 

矢本第一中学校吹奏楽部 

湊中学校吹奏楽部 

アワプヒ 

Merody Mix＋M 

ひたかみ園 

気仙沼スイングドルフィンズ 

鳴瀬第二中学校選択音楽 

トロピカル・ムーン 

ベルベーナ・ラス・フィエスタス 

 

フィナーレ（コミュニティセンターメインステージ） 

10：45 

11：00 

11：40 

12：20 

12：55 

13：30 

14：05 

14：40 

15：20 

16：00 

 

17：00

11：00 

11：30 

12：10 

12：50 

13：25 

14：00 

14：35 

15：10 

15：50 

16：30

団　　体　　名 開　始 終　了 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12

Mahana  Mauli 

メモリーズ 

観音めぐみ 

南赤井鬼剣舞保存会 

ムッシュセイノとハープスターズ 

エバーグリーン 

畠山達弥  with  Friends 

ロコマイカイ 

東松島吹奏楽団 

矢本愛育会 

マリンバ・マリアッチ 

千葉栄俊とブルーフェニックス 

11：00 

11：35 

12：00 

12：25 

12：45 

13：20 

14：00 

14：30 

15：05 

15：35 

15：55 

16：30

11：30 

11：55 

12：20 

12：40 

13：15 

13：50 

14：25 

15：00 

15：25 

15：50 

16：25 

17：00

団　　体　　名 開　始 終　了 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11

ウイング・アローズ 

アフリカン・ジンベ DouNum n Don 

No  Pain  No  Gain 

才風花 

HEART  BEAT （なないろの会） 

タクとヨー 

おいでくんとゆかいななかまたち 

PSN 

 

サンファンベンチャーズ 

スワット 

11：00 

11：35 

12：10 

12：45 

13：20 

13：55 

14：15 

14：35 

15：05 

15：45 

16：20

11：30 

12：05 

12：45 

13：15 

13：50 

14：15 

14：35 

14：55 

15：35 

16：15 

16：50

団　　体　　名 開　始 終　了 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

FLAG （高校生バンド） 

価千金バンド 

Kako  &  Friends 

TRAIN  SPOTTING 

ラブ・ソールド・アウト 

Bauts （バウツ） 

Goyage 

e - rect 

たぬき御殿 

IRBジャズオーケストラ 

11：00 

11：35 

12：10 

12：45 

13：20 

13：55 

14：30 

15：05 

15：40 

16：15

11：30 

12：05 

12：40 

13：15 

13：50 

14：25 

15：00 

15：35 

16：10 

16：45

団　　体　　名 開　始 終　了 

アフリカンダンス&ドラムチーム 
TERANGA

Ａ （コミュニティセンター野外ステージ） Ｂ （コミュニティセンター前駐車場） Ｃ（ロックタウン南側駐車場） Ｄ（ロックタウン北側駐車場） 

国　道　45　号 

三　　　　　陸　　　　　道 

矢 本 駅 

保健センター 
（駐車場） 

矢本１中 

市民体育館市民体育館 
（出演者駐車場・リハーサル会場）（出演者駐車場・リハーサル会場） 
市民体育館 
（出演者駐車場・リハーサル会場） 

市　役　所 
（駐車場） 
J A 

（駐車場） 

ヨーク 
ベニマル 

三陸道 
矢本I.C 会

場
案
内
図 

D 
ロックタウン 
矢　本 
C　　　　 

東松島市　A　　　　 
コミュニティセンター 
（メイン会場） 

B　　　　　　　　　 
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平
成
１６
年
度
末
ま
で
に
約
５
万
人

の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を

実
施
。
こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て

の
、
県
内
で
は
唯
一
、
今
回
の
奨

励
賞
受
賞
と
な
っ
た
の
で
す
。

読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
は
、
教
員
や
有
識
者
な
ど

が
読
書
の
全
国
大
会
や
中
学
･
高

校
生
を
対
象
と
す
る
読
み
聞
か
せ

講
座
な
ど
を
通
し
て
、
全
国
的
に

読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取

5
万
人
に

夢
を
読
み
聞
か
せ

読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
目
指
し

お
は
な
し
の
は
な
た
ば
は
、
平

成
７
年
９
月
に
設
立
。
読
み
聞
か

せ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
読
書

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
有
志
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
結
成
し
図
書
館
を
中
心

に
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
図
書
館
で
週
２
回
、
市
内

小
学
校
３
校
で
読
み
聞
か
せ
を
無

償
で
行
い
、
年
間
２００
回
以
上
、
延

べ
５
千
人
以
上
、
活
動
当
初
か
ら

り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

こ
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー

ラ
ム
全
国
大
会
は
、
文
部
科
学
省

を
は
じ
め
全
国
の
都
道
府
県
教
育

委
員
会
な
ど
多
く
の
後
援
の
下
に

実
施
。
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
大
賞
は
全
国
を
対
象
に
、
地
域

で
独
創
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
読
み

聞
か
せ
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
た

め
に
、
今
年
か
ら
新
た
に
始
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

8
月
１９
日（
金
）･
２０
日（
土
）の
両
日
、
福
島

県
福
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
8
回
読
書
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会（
読
書
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）に
お
い
て
、
東

松
島
市
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
は
な
し
の
は
な
た
ば
」（
高
崎
惠
子
代
表
）が
、

第
１
回
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
賞
の
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

利
用
者
カ
ー
ド
を
手
に
入
れ
て
、

図
書
館
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ね

▲子どもたちの表情、心が通う証です

子
ど
も
た
ち
に
　
　
あ
た
え 

「
夢
」

「
夢
」 
子
ど
も
た
ち
に
　
　
あ
た
え 

お
は
な
し
の
は
な
た
ば
　
全
国
表
彰 

お
は
な
し
の
は
な
た
ば
　
全
国
表
彰 

「
夢
」

「
夢
」 

「
夢
」 



９ 広報東松島 １０月号

東
松
島
市
図
書
館
を
利
用
す
る

場
合
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

こ
の
利
用
者
カ
ー
ド
は
、
東
松

島
市
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

で
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

の
絵
本「
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
ど
こ

へ
ゆ
く
」（
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ
出

版
）の
作
者
で
あ
る
相
澤
タ
ロ
ウ

イ
チ
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

で
す
。
相
澤
さ
ん
が
ご
多
忙
な
が

ら
も「
東
松
島
市
図
書
館
が
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
」と
手
が
け
て

く
れ
た
カ
ー
ド
は
７
種
類
。
そ
れ

ぞ
れ
性
別
や
子
ど
も
用
･
大
人
用

な
ど
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

読
書
中
の
可
愛
ら
し
い
熊
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

方
で
あ
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
登

録
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
マ
イ

カ
ー
ド
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
図
書
館
を
利
用

す
る
場
合
、
本
の
貸
し
出
し
は
当

日
よ
り
行
い
ま
す
が
、
カ
ー
ド
の

発
行
に
は
数
日
か
か
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
カ
ー
ド
発
行
の
申
請
を

し
て
も
、
取
り
に
来
な
い
方
が
い

ま
す
。
申
請
後
は
図
書
館
利
用
も

か
ね
て
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。
※
郵
送
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

受
賞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単

純
に
こ
れ
ま
で
の
は
な
た
ば
の

活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
本
当
の

喜
び
は
、
お
は
な
し
会
に
お
い

て
子
ど
も
た
ち
と
共
有
す
る
時

間
で
あ
り
、
そ
の
中
で
本
に
書

い
て
あ
る
物
語
に
対
す
る
思
い

を
共
感
で
き
た
と
き
の
満
足
感

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
と
い
う
も
の
は
、

な
か
な
か
成
果
が
見
え
に
く
く

受
賞
の
よ
ろ
こ
び
を
伺
い
ま
し
た

〜
お
は
な
し
の
は
な
た
ば
代
表
高
崎
惠
子
さ
ん
〜

評
価
さ
れ
に
く
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
活

動
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た

ち
に
、
何
か
人
と
し
て
の
大
切

な
も
の
を
手
渡
し
し
て
い
る
と

信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

希
望
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
ま
す
ま

す
増
え
、
今
以
上
に
幼
児
･
小

学
校
低
学
年
に
お
は
な
し
を
花

束
の
よ
う
に
集
め
て
、
聞
か
せ

て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
夢
見
て
い

ま
す
。

利
用
者
カ
ー
ド（
男
の
子
用
／
ブ
ル
ー
）、

か
わ
い
い
熊
さ
ん
が
読
書
中
で
す

▲“おはなしのはなたば”の皆さんと高崎惠子代表(前列中央)

【相澤タロウイチ】
1975年、東松島市(旧矢本町)生まれ。

武蔵野美術大学卒業後、2001年よりフ
リーのイラストレーター、デザイナーと
して活動中。
【“バウムクーヘンどこへゆく”】
主人公は、ほかの熊とはちょっと毛色
の違う茶色い熊、ポンデ。お気に入りの
お店のお気に入りのテーブルで、大好き
なバウムクーヘンを食べようとする
と･･･。
かわいいイラスト、奥深いストーリー。
子どもから大人までが楽しめる作品で
す。

〈26 （B5版）ソニー・マガジンズ
（2004‐05‐10出版）〉

相澤タロウイチさんと
代表作 ｢バウムクーヘンどこへゆく｣

も
う
手
に
入
れ
ま
し
た
か
？ 

図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド 



１０広報東松島 １０月号

テープカットで供用開始
矢本アンダーパスの開通式は、この日午前８時から行わ

れました。式には阿部市長や堀石巻土木事務所長をはじめ
三浦市議会議長や渥美県議会議員などの来賓の皆さんが出
席。式辞や工事経過報告などに続いてテープカットを行い
ました。

式終了後、午前９時から供用を開始。さっそく多くの車
両が真新しい路線内を行き来していました。

矢本アンダーパスを擁する矢本小松線は、宮城県が三陸
自動車道の開通に伴う矢本インターチェンジから国道４５号
の交通量増加による交通渋滞の解消、さらには市街地への
安全かつ円滑な交通の確保を図るため、平成２年度より事
業に着手しました。

矢本インターチェンジから矢本西小学校までの区間は道

路局の事業、またそれ以南は都市局事業として実施。ＪＲ
仙石線の線路と国道４５号の下に設置したアンダーボックス
内を通り、矢本流留線を経由して国道４５号に合流します。

当初、計画では平成１３年度の宮城国体を目指し、平成８
年度から本格的に工事を開始しました。しかし、アンダー
ボックス設置個所の地下水位が高いことや不発弾の処理に
加え、平成１５年に発生した宮城県北部連続地震による液状
化など、数々の障害が発生。当初の計画を大きく過ぎたも
のの、これらの問題を乗り越え、このたび完成の運びとな
りました。

長年の夢であった矢本アンダーパスの完成は、石巻圏に
おける道路網の整備の前進が図られるばかりではなく、地
域の安全な交通の確保や良好な都市環境の形成に伴う、産
業の発展や地域の活性化に大いに役立つと考えられていま
す。

市街地への交通　円滑に

さまざまな効果に期待

記
念
す
べ
き
開
通
の
瞬
間
で
す

踏
切
を
通
ら
ず
に
国
道
４５
号
へ
ア
ク
セ
ス

9月13日(火)、矢本西小学校東側を通る都市計画道路矢本小松線と、南浦から北区
官舎南側を通り国道45号へと接続している都市計画道路矢本流留線とを直結させる
矢本アンダーパス（宮城県施工）が開通しました。

長年の夢　実現長年の夢　実現 長年の夢　実現長年の夢　実現 長年の夢　実現 

矢本アンダーパス開通 矢本アンダーパス開通 

～ 工 事 概 要 ～
都市計画道路矢本小松線 延長 1,680m 幅員 20ｍ

・矢本インターチェンジから矢本西小学校
延長 1,020ｍ 幅員 20ｍ

・矢本西小学校から矢本流留線(矢本アンダーパス部)
延長 660ｍ 幅員 20ｍ

都市計画道路矢本流留線(矢本アンダーパスから国道45号)
延長 314ｍ 幅員 30ｍ

至矢本IC

至仙台 至石巻港 

至石巻 

都市計画道路矢本流留線 

北区
官舎
 

矢 
本 
駅 

ゆぷと R45

R45

R45

大型車進入禁止 

通
行
止
め 
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財団法人自治総合センター平成１７年度宝くじ助成
事業により市内の２団体に補助金が交付され設備整
備が行われました。

この事業は市町村やコミュニティ組織などが行う
活動に必要な施設や設備の整備に関する事業に対し
て助成を行うもので、上街道フラワーアベニュー推
進協議会には、緑化推進を目的にサルビア１５,８００本

と管理機、タンク、簡易倉庫等が整備され、今後の
フラワーストリートなどの環境緑化に大いに役立つ
ものと思われます。

一方、大曲コミュニティ推進協議会は、青少年の
地域交流などを目的に、和太鼓６台を購入、地域の
小学生などに活用してもらい、将来には市のイベン
トなどで発表を目指すとのことでした。

○10月１日現在で｢平成17年国勢調査｣が行われています。

○国勢調査は日本に住んでいるすべての人が対象となります。

○10月上旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が、皆さんのお宅へ調査票を

受け取りに伺います。

○国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、調査内容の秘密

は保護されます。

調査票が届いていないときは、東松島市役所企画調整課へご連絡ください。
■問 企画調整課　企画統計係　内線１２３４・１２３５・１２３６・１２３７

調査票の記入はお済みですか？調査票の記入はお済みですか？
黒鉛筆で記入してください！ 

～平成17年度自治宝くじ助成事業～ 

宝くじが地域のために！ 
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「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

宮城ヘルシー2005ふるさとスポーツ祭石巻管内大会(実行
委員会など主催)が8月21日(日)に開催され、奥松島運動公園
などを会場に熱戦が繰り広げられました。
今大会は、広く県民にスポーツ・レクリエーション活動を

石巻管内規模で実践し、スポーツ活動への参加意欲を起こし、
地域スポーツの振興を促し、生涯スポーツとして親しむこと
を目的にしています。
今回行われた競技は6種目(ビニールバレーボール一般女

子・少年少女、マレットゴルフ、ペタンク、キンボール、ソ
フトボール)。子どもからお年寄りまで約1500人、81チー
ムが出場し、各種目で素晴らしいプレーが続出しました。
東松島市から参加したチームの結果は次の通りです。
・ビニールバレーボール(一般女子) 第2位(東浜分館)
・ビニールバレーボール(少年少女)

優勝(大塩地区)、第2位・第3位(南区育成会)
・マレットゴルフ　第2位(友波会)、第3位(松風会A)
・ペタンク　優勝(しお風)
・ソフトボール　優勝(裏沢分館) 第2位(亀岡分館)

第3位(柳区分館)

熱熱戦戦のの中中でで輝輝くく汗汗

▲狙って狙って～（ペタンク）

▲芝目を良くよんで～（マレットゴルフ）

▼ワン・ツー・アタック！！（ビニールバレー）
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8
月
３１
日
、
東
松
島
市
内
郵
便

局
と
東
松
島
市
の
間
で
、「
災
害

時
に
お
け
る
東
松
島
市
内
郵
便
局
、

東
松
島
市
間
の
協
力
に
関
す
る
覚

書
」が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
災
害
時
に
お
い
て
相

互
に
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

災災
害害
にに
まま
たた
ひひ
とと
つつ
大大
きき
なな
備備
ええ

7
月
３０
、
３１
日
に
行
わ
れ
た
第

４８
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、団
体
組
み
手
中
学

生
の
部
で
矢
本
支
部
が
、
見
事
全

国
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
選
手
の

胸
に
は
、
メ
ダ
ル
が
光
っ
て
い
ま

し
た
。

空空
手手
全全
国国
ナナ
ンン
ババ
ーー
ワワ
ンン
！！

東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
8
月
１９
日
、
東
松

島
市
戦
没
者
追
悼
式
が
し
め
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
1
7
0
人
の
遺
族
が
出
席
し
、

市
出
身
の
9
5
5
柱
の
戦
没
者
に

対
し
て
１
分
間
の
黙
祷
と
、
遺
族

ら
か
ら
献
花
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

消消
ええ
るる
ここ
とと
のの
なな
いい
傷傷
跡跡

▲今後も更なる友好関係を築いていきます

▲農業でも次世代が活躍しています

厚厚いい友友情情　　末末永永くく

8月24日(水)から26日(金)に愛知県で開かれた第17
回全国農業青少年交換大会において、石巻4Hクラブ連
絡協議会(佐々木大造会長、会員20人)が全国１位とな
る、農林水産大臣賞を受賞しました。
全国農業青少年交換大会とは、時代の日本農業を担

う全国の農業青年が一堂に会し、その知識や技術を相
互に交換しながら、全国の仲間と交流・友情を相互に
深め、社会全体への農業理解の促進を図ることを目的
とするものです。
20代の若手農業後継者で構成する同協議会は、ここ
数年の間に消費者交流活動(イチゴ狩り、親子農業体験
ツアー、青空市場での野菜即売)を活発に行ってきまし
た。その結果が評価されての今回の受賞となりました。
今回の受賞により、地域農業への活性化が期待され

ます。

全全国国でで認認めめらられれたた農農業業へへのの熱熱いい思思いい

8月25日(木)、東松島市と北海道河西郡更別村との
友好姉妹都市の盟約を結ぶ仮調印式が、同村において
行われました。
東松島市からは阿部秀保市長、三浦昇市議会議長な

ど、更別村からは安村豊治村長、渡辺春雄村議会議長
などが出席し、両市村長が友好姉妹都市仮盟約書に調
印締結しました。
市執行部はこの結果に基づき、盟約の締結について

9月定例議会に提案し、可決いただきました。このこと
により、今後は本調印に向けての協議を両市村間で進
め、11月に東松島市で本調印式を開催する予定です。
同村とは旧矢本町時代に友好姉妹町村の盟約を結

び、“海と大地”子どもふれあい交流や民間団体の交
流事業をはじめ、両町村長や議員団の相互訪問など、
幅広い分野で厚い信頼と友情を培ってきました。
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各
種
の
制
度
が
あ
り
ま
す

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
で
一
定
の
症
状
が
あ

る
場
合
な
ど
は
、
最
寄
り
の
労
働

局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

健
康
管
理
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

無
料
で
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中

皮
腫
な
ど
を
発
症
し
た
場
合
は
、

そ
れ
が
石
綿
に
ば
く
露
し
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ご
心
配
な
方
は
こ
ち
ら
ま
で
！

■
健
康
管
理
手
帳
、
健
康
診
断
、

労
災
補
償
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

○
石
巻
労
働
基
準
監
督
署

1
０
２
２
５
‐
２２
‐
３
３
６
５

■
石
綿
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
や

治
療
法
に
つ
い
て
の
ご
相
談

○
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

1
０２２
‐
２６７
‐
４
２
２
９

生活環境課から発信　Vol.６ 

環
境
衛
生
係
か
ら

気
に
な
る
方
は
健
康
診
断
を

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
報
道

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
に
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
作
業
に
従

事
し
て
い
た
方
は
、
石
綿
に
ば
く

露
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
相

談
の
上
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

な
ど
、
健
康
診
断
を
受
診
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の
際

は
、
過
去
に
石
綿
に
関
係
す
る
作

業
を
行
っ
て
い
た
旨
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

①
石
綿
鉱
山
、
ま
た
は
そ
の
附
属
施

設
に
お
い
て
行
う
石
綿
を
含
有
す

る
鉱
石
、
ま
た
は
岩
石
の
採
掘
、

搬
出
ま
た
は
粉
砕
そ
の
ほ
か
石
綿

の
精
製
に
関
連
す
る
作
業

②
倉
庫
内
に
お
け
る
石
綿
原
料
な
ど

の
袋
詰
め
ま
た
は
運
搬
作
業

③
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に
お
け
る

作
業

④
石
綿
の
吹
付
け
作
業

⑤
耐
熱
性
石
綿
製
品
を
用
い
て
行
う

断
熱
も
し
く
は
保
温
の
た
め
の
被

覆
、
ま
た
は
そ
の
補
修
作
業

⑥
石
綿
製
品
の
切
断
な
ど
の
加
工
作
業

⑦
石
綿
製
品
が
被
覆
材
、
ま
た
は
建

材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
建
物

そ
の
附
属
施
設
な
ど
の
補
修
、
ま

た
は
解
体
作
業

⑧
石
綿
製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る
船

舶
ま
た
は
車
両
の
補
修
ま
た
は
解

体
作
業

⑨
石
綿
を
不
純
物
と
し
て
含
有
す
る

鉱
物｛
タ
ル
ク（
滑
石
）、
バ
ー
ミ

キ
ュ
ラ
イ
ト（
蛭
石
）、
繊
維
状

ブ
ル
サ
イ
ト（
水
滑
石
）｝な
ど
の

取
扱
作
業

⑩
そ
の
ほ
か
ば
く
露
を
受
け
る
可
能

性
の
あ
る
作
業

各
地
区
で
ご
み
分
別
説
明
会
開
催

６
月
１０
日
の
浅
井
公
民
館
で
の

開
催
を
皮
切
り
に
、
市
内
各
地
区

で「
ご
み
分
別
説
明
会
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
内
１５
カ

所（
８
月
３１
日
現
在
）で
、
約
４２０
人

の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
方
法
か
ら
今
の
ご

み
収
集
に
対
す
る
意
見
や
問
題
提

起
、
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
に

対
す
る
疑
問
点
や
意
見
、
そ
の
ほ

か
廃
棄
物
や
環
境
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
、
質
問

な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
要
望
の
あ
る

地
区（
行
政
区
や
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
団
体
単
位
）に
は
職
員
が
出
向

い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
生
涯
学

習
課
で
行
っ
て
い
る「
呼
ん
で
け

さ
い
ん
　
世
話
や
き
セ
ミ
ナ
ー
」

の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
入
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
要
望
は
…

生
活
環
境
課
　
廃
棄
物
対
策
係

内
線
２
１
６
２
･
２
１
６
３

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

ご
み
出
し
一
口
メ
モ

各
地
区
の
説
明
会
で
も
、
最
近

質
問
が
多
く
な
っ
て
き
た
、
肉
や

魚
な
ど
を
購
入
し
た
際
に
出
る
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
食
品
ト
レ
イ
。

ま
だ
市
で
は
分
別
収
集
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
は
収
集
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
回
収
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

面
か
ら
、
可
燃
ご
み
に
出
さ
ず
に

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
収
集
ボ
ッ
ク
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハチの巣駆除は民間業者に！

健康診断をお勧めします

今年は例年よりも、ハチの
活動が活発になっており、ハ
チの巣駆除に関する問い合わ
せが増加しています。

市役所によるハチの巣駆除
は、一切行っておりませんの
で、ハチの巣駆除に関するこ
とは、民間業者にお問い合わ
せください。

白
石
綿（
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
）
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東松島市合併記念事業
［日韓友好の翼2005］一般参加者募集！

～韓国縦断「釜山・慶州・ソウル」３泊４日の旅～
“韓流”ブームでより身近な国となった韓国。
今年の｢日韓友好の翼｣は、韓国高速鉄道ＫＴＸで韓国を縦断。釜山

の市場や世界遺産の仏国寺など、もちろんソウルのグルメやお買い物
も満喫できます。

一味違う韓国の旅に一緒に行ってみませんか?
■旅行期間 １１月２４日（木）～２７日（日） ３泊４日
■旅行代金 １０４,０００円（食事代含）

※旅行代金については、協会からの１０,０００円助成により
この金額になっています。

■募集人員 ２０人（最小催行人員１５人）
■旅行内容 釜山・慶州・ソウル観光（韓国交流関係団体との交流会

もあります）
■ホテル 海雲台グランドホテル・コリアナホテル
■締切 １０月１３日（木）
■主催 東松島日韓友好協会
■旅行会社 日本旅行

※旅行に参加いただく際、日韓友好協会への入会（年会
費３,０００円）手続が必要となります。

■問 東松島日韓友好協会事務局
東松島市役所　市民活動推進課　内線２２５５

東松島市民オープン
マレットゴルフ大会参加者募集!!

さわやかな気候と素晴らしいコースの中で市民によるマレットゴル
フ大会を開催します。参加希望の方は事前の申し込みをお願いします。
■日時 １０月１０日（月） ９：３０開会式（受付８：４５～９：１５）
■場所 奥松島運動公園マレットゴルフ場
■参加料 ２００円／１人
■申込 １０月７日（金）まで電話にて申し込みください。
■共催 東松島市教育委員会・宮城県マレットゴルフ協会
■問 バウンズ８８ 1８８‐４５８８

“生涯学習によるまちづくり研修会”開催
新市東松島では生涯学習によるまちづくりを進めています。き

っとこれからの学びや活動への参考になりますので、ぜひご参加
ください。
■日時 平成１７年１０月１２日（水） １９：００～
■会場 東松島市コミュニティセンター
■内容 テーマ「地域の生涯学習と自己実現」
■参加費 無料
■講師 東洋大学教授　　長

なが 　

濱
はま 　

元
はじめ

氏
■問 生涯学習課　生涯学習係　内線２２３６・２２３７

第１回東松島市民文化祭開催
市民皆さんのご来場をお待ちしています。
■展示の部

やもと会場（東松島市コミュニティセンター）
１０月２２日（土） ９時～１７時
１０月２３日（日） ９時～１５時

なるせ会場（小野体育館）
１１月５日（土） １０時～１７時
１１月６日（日） １０時～１６時

■舞踊の部
やもと会場（東松島市コミュニティセンター）
１１月３日（木・文化の日） １０時～１６時

■音楽の部
やもと会場（東松島市コミュニティセンター）
１１月６日（日） １０時～１７時

■芸能の部
なるせ会場（小野公民館）
１１月５日（土） １８時～２１時
１１月６日（日） １０時～１５時

■問 生涯学習課　社会教育係　内線２２３２

ニュースポーツ体験教室
スポーツチャンバラ参加者募集

空気の入った棒で打ち合う安全なスポーツで、頭のてっぺんから足
のつま先までどこをどう打っても自由。子どもから高齢者までのどな
たでも気軽に参加できますので、あなたもスポチャンでリフレッシュ
してみませんか。
■日時 １０月１０日（月） １０：００～１２：００
■場所 矢本運動公園内武道館
■主催 東松島市空手道連盟
■問 インストラクター　大友信義　1８３‐２８１０

“男だから女だから”
トークでナイト in東松島市

男女が共に協力し、支えあい、住みよいまちを築くため、話し合い
と意見や提言の反映によるまちづくりへ参画する機会として開催しま
すので、お気軽においでください。
■日時 １０月２０日（木） １９：００～
■場所 東松島市コミュニティセンター
■テーマ ｢みんなが主役で、みんなの幸せをめざして｣

当日は発表者のみなさん（漁業・農業関係者、子育て中・若い世代・
女性の職場の方などを予定）に意見・提言などをしていただきます。
■問 市民活動推進課　男女参画推進係　内線 ２２５４ Ｆａｘ８７‐３９５４

10月10日体育の日開催体育イベントのお知らせ
東松島市体育協会長杯争奪ソフトボール大会（鷹来の森運動公園）
第３４回若鷹旗争奪少年野球大会（鷹来の森運動公園）
東松島市体育協会長杯争奪バレーボール大会（奥松島体育館）
バスケットボールフェスティバル（東松島市民体育館）
剣道昇級審査会（矢本第一中学校武道館）

このコーナーでは、生涯学習や生涯スポーツなどに関するお
知らせをメインに市民の皆さんに提供していきたいと思います。

応
援
に
行
っ
て
み
よ
う



１６広報東松島 １０月号

～知っ得情報～

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
現
在
の
状
況

市
内
の
市
営
住
宅
空
き
住
居

▽
下
浦
住
宅（
耐
火
構
造
）
１
戸

▽
立
沼
住
宅（
簡
易
準
耐
火
）２
戸

▽
別
当
住
宅（
簡
易
準
耐
火
）１
戸

■
受
付

１０
月
１１
日（
火
）〜
１４
日（
金
）

申
込
用
紙
と
し
お
り
は
、
１０
月

５
日（
水
）か
ら
担
当
課
で
配
布
、

必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
た
時
点
で
受

付
、
応
募
多
数
の
場
合
は
後
日
抽

選
を
行
い
ま
す
。

■
申
込

建
設
課

■
問

建
設
課
庶
務
住
宅
係

内
線
１
２
５
５

第
3
回
東
松
島
旬
の
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

１１
月
３
日（
木
・
祝
）開
催
の
第

３
回
東
松
島
旬
の
市
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
開
始

１０
月
１１
日（
火
）〜

■
募
集
数

３０
ブ
ー
ス

■
出
店
料

１
、０
０
０
円

（
１
ブ
ー
ス
あ
た
り
）

■
問

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

内
線
２
１
２
３

野
菜
の
絵
募
集
!!

８
月
１１
日
Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
に
オ
ー

プ
ン
し
た「
愛
菜
家
」で
は
皆
さ
ん

が
描
い
た
野
菜
の
絵
、
イ
ラ
ス
ト

を
募
集
し
ま
す
。

（
大
き
さ
は
Ｂ
１
判
以
内
で
あ
れ

ば
Ｏ
Ｋ
で
す
）

応
募
作
品
は
愛
菜
家
駅
側
入
り

口
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。

（
掲
示
期
間
は
１
カ
月
程
度
）

矢
本
駅
前
野
菜
直
売
所「
愛
菜

家
」ま
た
は
商
工
観
光
課
あ
て
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
問

東
松
島
市
物
産
振
興
会
事

務
局
　
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
　
内
線
２
１
２
３

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
中
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
に
は
、
心

地
良
い
疲
労
感
と
空
腹
を
満
た
し

て
く
れ
る
ト
ン
汁
が
待
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時

１０
月
２９
日（
土
）

受
付
９
時
１５
分
〜
３０
分

■
集
合
場
所

矢
本
海
浜
緑
地

公
園
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
広
場
駐
車
場

■
講
師

石
巻
専
修
大
学

山
崎
省
一
教
授

■
コ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
方

式
で
、
地
図
を
見
て
自
分
の
好

き
な
コ
ー
ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
歩
き
た

い
、
地
図
を
見
る
の
は
苦
手
と

い
う
方
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

約
５
キ
ロ
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
す
。

■
申
込

１０
月
１４
日（
金
）ま
で
、

健
康
推
進
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問

健
康
推
進
課
　
健
康
推
進
係

内
線
３
１
０
３
・
３
１
０
８

第
１
回
野
蒜
築
港
探
訪
と

親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会

■
開
催
期
日

１０
月
１０
日（
月
）

開
会
６
時
３０
分
　
雨
天
決
行

■
開
催
場
所

東
名
運
河

野
蒜
築
港
資
料
室
前
広
場

■
参
加
資
格

東
松
島
市
内
在
住
親
子

※
参
加
料
納
入
後
、
参
加
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。

■
募
集
人
数

親
子
５０
組

（
２
人
一
組
と
し
ま
す
。）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
料
　
一
組
２
、０
０
０
円

（
エ
サ
・
傷
害
保
険
付
き
）

■
申
込

岡
田
釣
具
店
1
８８
‐
３
０
１
２

鈴
木
釣
具
店
1
８２
‐
２
１
３
２
　

な
ど

■
当
日
受
付
時
間

５
時
３０
分
〜
６
時
２０
分

■
集
合
場
所

野
蒜
築
港
資
料
室
前
広
場

※
駐
車
場
は
長
音
寺
駐
車
場
で
す
。

■
内
容
　
　

a
野
蒜
築
港
探
訪

s
親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会

※
東
名
運
河（
主
催
者
指
定
区
域
）

d
釣
り
の
カ
リ
ス
マ
菅
野
啓
三

氏
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

■
主
催

奥
松
島
振
興
会

■
後
援

東
松
島
市
　

ほ
か
１５
団
体

■
問

東
松
島
市
商
工
会

鳴
瀬
支
所
　
1
８７
‐
２
０
２
６

自
衛
官
な
ど
募
集

自
衛
隊
生
徒
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
募
集
人
員

陸
　
約
２
５
０
人

海
　
約
　
６
０
人

空
　
約
　
５
０
人

■
資
格

中
卒（
見
込
含
）１７
歳
未

満
の
男
子

■
受
付
期
間

平
成
１１
月
１
日（
火
）

〜
平
成
１８
年
１
月
１０
日（
火
）

■
試
験

１
次
　
平
成
１８
年
１
月
１４
日（
土
）

■
入（
校
）隊

平
成
１８
年
４
月
上
旬

■
待
遇
・
そ
の
他

修
学
年
限
４
年
　
卒
業
時
３
等

陸
・
海
・
空
曹

2
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

■
募
集
人
員

陸
　
約
５
、２
９
０
人

海
　
約
１
、０
２
０
人

空
　
約
１
、６
３
０
人

■
資
格

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

■
資
格
試
験

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
入（
校
）隊

採
用
予
定
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
待
遇
・
そ
の
他

陸
上（
技
術

系
を
除
く
）は
２
年
・
海
上
・
航

空
は
３
年
を
１
任
期
と
し
て
任
用

（
以
降
２
年
を
１
任
期
）

■
問

自
衛
隊
宮
城
地
方
連
絡
部

石
巻
募
集
事
務
所
　
1
８３
‐
６

７
８
９

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

シ
ス
テ
ム
補
助
制
度
応
募
受
付
中

■
補
助
対
象
者

集
熱
器
の
総
面

積
７５
g
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

■
補
助
金
額

集
熱
器
の
総
面
積

に
応
じ
た
補
助
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
補
助
額
の
目
安
　

６
g
…
約
１０
万
円

７５
g
…
約
１２５
万
円

※
補
助
金
額
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
の
型
式
に
よ
り
差
が
生
じ
ま
す
。

な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設

置
す
る
場
合（
た
だ
し
、
公
共
施

設
は
除
く
）も
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
　
太
陽
熱
利
用
部

1
０３
‐
５
２
７
５
‐
９
５
６
６

募
　
集



１７ 広報東松島 １０月号

平
成
１８
年
度

小
学
校
新
入
学
予
定
児
童
の

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

■
対
象

来
春
、
小
学
校
入
学
予

定
の
児
童（
平
成
１１
年
４
月
２

日
〜
平
成
１２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

■
会
場

入
学
予
定
の
小
学
校

■
実
施
日
時

矢
本
東
小
学
校
　
１１
月
２２
日（
火
）

１２
時
１５
分
〜
１２
時
３０
分

矢
本
西
小
学
校
　
１０
月
２７
日（
木
）

１２
時
３０
分
〜
１３
時

大
曲
小
学
校
　
　
１１
月
１５
日（
火
）

１２
時
５０
分
〜
１３
時
１０
分

赤
井
小
学
校
　
　
１１
月
１８
日（
金
）

１２
時
４５
分
〜
１２
時
５５
分

赤
井
南
小
学
校
　
１１
月
１１
日（
金
）

１３
時
１５
分
〜
１３
時
２５
分

大
塩
小
学
校
　
　
１１
月
８
日（
火
）

１３
時
〜
１３
時
１５
分

小
野
小
学
校
　
　
１１
月
１
日（
火
）

１３
時
〜
１３
時
３０
分

浜
市
小
学
校
　
　
１１
月
１８
日（
金
）

１３
時
〜
１３
時
１５
分

野
蒜
小
学
校
　
　
１１
月
２
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

宮
戸
小
学
校
　
　
１１
時
１５
日（
火
）

１２
時
５０
分
〜
１３
時
１０
分

※
受
付
場
所
な
ど
、
詳
細
に
付
き

ま
し
て
は
、
１０
月
中
旬
に
各
保
護

者
に
通
知
し
ま
す
。

■
問

学
校
教
育
課
　
学
校
教
育
係

内
線
２
２
２
２

市
税
滞
納
は
絶
対
に
許
さ
な
い

個
人
市
民
税
な
ど
の
市
税
は
、

身
近
に
受
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
を
そ
こ
に
住
む
住
民
の
方
に

分
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
地
方
自

治
の
趣
旨
に
そ
っ
て
設
け
ら
れ
た

税
金
で
、
新
市
財
政
運
営
の
柱
と

な
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
東
松
島
市
で
は
、

市
税
の
滞
納
を
減
ら
し
税
収
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
高
度
な
徴
収
技
術

や
知
識
の
蓄
積
な
ど
徴
収
事
務
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

８
月
か
ら
は
宮
城
県
石
巻
県
税

事
務
所
と
協
働
に
よ
り
、
長
期
間

納
税
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
な

ど
に
対
し
、
預
金
や
給
与
な
ど
の

財
産
差
し
押
さ
え
を
強
化
す
る
な

ど
、「
市
税
滞
納
は
絶
対
に
許
さ
な

い
！
」を
納
税
者
で
あ
る
市
民
の

皆
さ
ん
に
誓
い
、
滞
納
に
は
毅
然

と
し
た
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
特
別
な
事
情
が
あ
り
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
東
松
島
市
納
税
推

進
室
へ
速
や
か
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問

納
税
推
進
室

内
線
１
１
４
１
・
１
１
４
２

合
併
記
念
事
業
映
画

「
夢
追
い
か
け
て
」上
映
会
開
催

日
本
で
た
だ
一
人
の
全
盲
の
熱

血
教
師
の
愛
と
勇
気
を
描
く
映
画

を
上
映
し
、そ
の
後
、こ
の
作
品
の

映
画
監
督
・
主
人
公
と
東
松
島
市

で
夢
を
追
い
か
け
て
い
る
一
人
の

研
究
者
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

１１
月
１３
日（
日
）

午
前
の
部
９
時
〜
１２
時
４５
分

午
後
の
部
１３
時
１５
分
〜
１６
時
１５
分

■
対
象

市
内
中
学
生

■
問

教
育
総
務
課
　
総
務
係

内
線
２
２
１
１

映
画「
星
に
な
っ
た
少
年
」

上
映
会
開
催

日
本
初
の
ゾ
ウ
使
い
少
年
・
哲て

つ

夢む

と
ラ
ン
デ
ィ
、
そ
し
て
家
族
の

物
語
を
上
映
し
ま
す
。

■
日
時

１０
月
３０
日（
日
）

昼
の
部
１４
時
〜
　
夜
の
部
１８
時
〜

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
前
売
券

大
人
１
、０
０
０
円

子
供
　
　
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、

蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
、
文
尚
堂
、
及

川
文
具
、
Ｂ
Ｃ
湘
南
矢
本
店
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

■
主
催

東
松
島
市
教
育
委
員
会

■
問

東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
1
８２
‐
６
９
６
９

お
知
ら
せ

平成平成1717年年1010月月11日から窓口に来られた際には身分証明書の提示が必要となります日から窓口に来られた際には身分証明書の提示が必要となります
虚偽の届出の防止、なりすましによる交付請求の防止、個人情報の保護を目的に本人確認を実施することになりました。

窓口においでになる皆さまには、ご不便をおかけしますが、犯罪の防止と皆さまの情報保護のためですので、ご理解の上ご協力願います。

住民基本台帳カードは身分証明書としても活用できます！住民基本台帳カードは身分証明書としても活用できます！

〈対象となる届出・交付請求など〉
○住民異動届
○住民票の写し・印鑑登録証明書など交付請求
○戸籍の全部事項証明・個人事項証明など
（戸籍の謄本・抄本）交付請求

○税証明など交付請求
○国民健康保険証の再交付申請

〈身分証明書など〉次のようなものが身分証明書となります。
運転免許証、住民基本台帳カード、パスポート、健康保険証、年金手

帳、学生証など官公署発行の身分証明書
※上記の身分証明書をお持ちでない場合には聞き取りによる確認を行い

ます。
※司法書士、弁護士などからの職務上の請求については対象外とします。
※代理人の場合は委任状が必要です。

住民基本台帳カードは、高度のセキュリティ機能を備え
たＩＣカードで、住民票の写しの広域交付、転入転出届の
簡素化、法令による住基ネットの利用を認められた事務で
の本人確認、電子証明書の保存用などとして利用できます。

また、「写真あり」と「写真なし」を選ぶことができ、「写真
あり」の場合は公的な身分証明書としても活用できます。

〈本人申請の場合　申請に必要なもの〉
・印鑑、本人の確認ができる証明書（免許証・パスポート・保険証など）
・手数料 ５００円
「写真あり」を希望される場合は、申請時に市民課で撮影

しますが、写真を持参していただいてもかまいません。
（６カ月以内に撮影した、無帽、正面、無背景で縦４.５ｃｍ、横３.５ｃｍ）

■問 市民課　住民記録係　内線１１２２
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ン
小
野
駅
前
地
内

■
問

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

内
線
２
１
２
３

平
成
１７
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

が
今
秋
実
施
さ
れ
ま
す

今
年
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
車
の
交

通
量
や
道
路
の
利
用
状
況
を
調
査
・

分
析
す
る
も
の
で
、
お
お
む
ね
５

年
ご
と
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。調

査
は
、①
平
日
・
休
日
一
日
の

交
通
量
観
測
や
混
雑
時
の
走
行
速

度
を
把
握
す
る
も
の
と
、
②
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
お

宅
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
特
定
日

の
車
の
利
用
に
つ
い
て
調
査
票
へ

の
記
入
を
依
頼
す
る
も
の
で
す
。

集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
渋
滞

の
な
い
道
路
や
安
全
な
道
路
、
地

域
を
活
性
化
す
る
道
路
な
ど
整
備

計
画
を
立
て
る
際
に
活
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問

県
土
木
部
道
路
課
企
画
調

整
班
　
1
０２２
‐
２１１
‐
３
１
６
２

都
市
計
画
課
　
都
市
計
画
係

内
線
１
２
７
３
・
１
２
７
４

「
既
存
宅
地
制
度
」の

経
過
措
置
終
了
の
お
知
ら
せ

市
街
化
調
整
区
域
内
の
宅
地
で
、

県
知
事
か
ら
既
存
宅
地
制
度
に
基

づ
く「
既
存
宅
地
」で
あ
る
旨
の
確

認
を
受
け
た
土
地
、
も
し
く
は

「
既
存
宅
地
」の
要
件
に
適
合
し
て

い
た
土
地
は
、
建
築
行
為
に
係
る

規
制
が
一
部
緩
和
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
１８
年
５
月
１７
日
で
そ

の
緩
和
措
置
が
終
了
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
土
地
に
建
物
が
建
築
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
平
成
１８
年
５
月

１７
日
ま
で
に
建
築
工
事
に
着
手
で

き
な
い
と
き
に
は
そ
の
効
力
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

願
い
ま
す
。

■
問

県
建
築
宅
地
課
　
開
発
防

災
班
　
1
０２２
‐
２１１
‐
３
２
４
４

都
市
計
画
課
　
都
市
計
画
係

内
線
１
２
７
３
・
１
２
７
４

東
松
島
高
校
開
校
記
念
式
典
・

記
念
公
演
の
お
知
ら
せ

こ
の
４
月
に
開
校
し
た
東
松
島

高
校
の
開
校
記
念
式
典
と
記
念
公

演
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
開
校
記
念
式
典
に
引

き
続
い
て
記
念
公
演
が
開
催
さ
れ
、

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

記
念
公
演
は
、
一
般
の
方
々
に

も
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

１０
月
２８
日（
金
）

１４
時
２０
分
〜
１５
時
２０
分

※
式
典
終
了
ま
で
は
入
場
で
き
ま

せ
ん
。

■
会
場

東
松
島
高
校
体
育
館

■
出
演

陸
上
自
衛
隊
　

東
北
方
面
音
楽
隊

な
お
、来
場
多
数
の
場
合
、立
ち

見
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問

東
松
島
高
校
　
1
８２
‐
９
２
１
１

東
松
島
市
立
大
曲
小
学
校

開
校
５０
周
年
記
念
式
典

■
日
時

１０
月
２９
日（
土
）

１１
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所

大
曲
小
学
校
講
堂

※
会
場
の
都
合
上
、
参
加
ご
希
望

の
方
は
１０
月
７
日（
金
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問

大
曲
小
学
校
　
1
８２
‐
３
１
４
７

宮
城
食
の
安
全
安
心

地
方
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

食
の
安
全
安
心
に
関
心
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
内
容

宮
城
食
の
安
全
安
心
推

進
条
例
に
基
づ
く「
基
本
計
画
」

案
の
説
明
や
食
の
安
全
安
心
に

関
す
る
自
由
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。

■
日
時

１０
月
２６
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜

■
場
所

県
石
巻
合
同
庁
舎

■
問

宮
城
県
環
境
生
活
部

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課

1
０２２
‐
２１１
‐
２
６
４
１

宮
城
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
臨
時
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
む
）に
適
用
さ
れ
る
宮
城
県
最

低
賃
金（
現
行
６１９
円
）は
、
左
記
の

金
額
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
時
間
額

６２３
円

■
効
力
発
生
年
月
日

平
成
１７
年
１０
月
１
日

■
問

宮
城
労
働
局
　
労
働
基
準

部
　
1
０２２
‐
２９９
‐
８
８
４
１

裁
判
員
制
度
の
お
知
ら
せ

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有

罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
、

平
成
２１
年
５
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

仙
台
地
方
検
察
庁
で
は
、学
校
、

企
業
や
地
域
団
体
か
ら
の
ご
要
望

が
あ
れ
ば
、
検
察
官
を
講
師
と
し

て
派
遣
し
た
り
、
ビ
デ
オ
の
貸
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問

仙
台
地
方
検
察
庁
総
務
部

広
報
担
当
　
1
０２２
‐
２２２
‐
１
４

４
８

9
月
１５
日
〜
１１
月
３０
日
は

秋
季
農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す

宮
城
県
で
は
、
毎
年
１０
件
前
後

の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

平
成
１７
年
は
３
月
末
か
ら
４
月

の
農
繁
期
に
立
て
続
け
に
６
件
の

農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
う

ち
５
件
ま
で
が
６０
歳
以
上
の
高
齢

者
で
し
た
。
ま
た
、
事
故
の
原
因

と
し
て
は
ト
ラ
ク
タ
ー
が
５
件
と

も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
の
収
穫
作
業
が
始

ま
る
に
あ
た
り
、
農
作
業
事
故
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。「
慣
れ

た
仕
事
だ
か
ら
」と
油
断
せ
ず
、

機
械
は
使
う
前
に
点
検
を
行
い
、

道
路
の
崩
れ
が
な
い
か
な
ど
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

焦
り
、
急
ぎ
は
事
故
の
も
と
で

す
。
十
分
な
休
憩
を
入
れ
た
余
裕

の
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
て
農
作

業
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
問

農
林
水
産
課
　
農
政
係

内
線
２
１
４
０

第
3
回
東
松
島
旬
の
市
開
催

新
鮮
な
旬
の
野
菜
や
魚
介
類
、そ

の
ほ
か
地
場
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

１１
月
３
日（
木
・
祝
）

９
時
〜
１４
時

■
場
所

東
松
島
市
ふ
れ
愛
タ
ウ
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～知っ得情報～

■
毎
月
開
催
の
浴
室
イ
ベ
ン
ト

「
風
呂
の
日
」を
体
育
の
日
に
合

わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

ゆ
ぷ
と
　
1
８４
‐
３
８
５
５

読
書
の
秋
　
パ
ソ
コ
ン
･
携
帯

で
図
書
検
索

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

か
ら
、
図
書
館
資
料
や
読
み
た
い

本
を
探
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
で
「
利
用
者
の

ペ
ー
ジ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
」
の

手
続
き
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
現

在
借
り
て
い
る
本
や
予
約
中
の
本

の
確
認
が
で
き
ま
す
。

読
書
の
秋
、
好
き
な
場
所
で
思

い
出
し
た
と
き
に
パ
ソ
コ
ン
･
携

帯
で
本
を
探
し
、
図
書
館
を
利
用

し
て
読
書
し
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://library.city.higashim
at

sushim
a.m

iyagi.jp/docshp/

携
帯
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.higashim

at
sushim

a.m
iyagi.jp/k/

■
問

東
松
島
市
図
書
館

1
８２
‐
１
１
２
０

母
子
父
子
家
庭
な
ど
の
特
別

相
談
を
実
施
し
ま
す

母
子
父
子
家
庭
な
ど
の
方
々
が

生
活
上
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
弁
護
士
が
ご
相
談
を
受
け

ま
す
。

■
日
時

１０
月
１２
日（
水
）

１２
月
１４
日（
水
）

■
場
所

石
巻
合
同
庁
舎

■
弁
護
士
名

遠
藤
孝
夫
氏

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問

宮
城
県
保
健
福
祉
部

子
ど
も
家
庭
課

1
０２２
‐
２１１
‐
２
５
３
１

無
料
法
律
相
談
・

合
同
相
談
実
施

相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
に
電
話

予
約
に
よ
り
、
８
人
限
定
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
日
時

１０
月
１９
日（
水
）

１０
時
〜
１５
時

■
場
所

小
野
公
民
館

■
内
容

人
権
、
子
ど
も
の
い
じ

め
、
し
つ
こ
い
訪
問
販
売
、
電

話
勧
誘
、
行
政
に
関
す
る
苦

情
・
要
望
、
離
婚
や
遺
産
相
続

問
題
な
ど

■
問

総
務
課
　
行
政
係

内
線
１
２
１
５

無
料
人
権
相
談
開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
暴
力
、
い
じ

め
、
家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

１０
月
１４
日（
金
）

■
場
所

野
蒜
公
民
館

■
問

鳴
瀬
総
合
支
所
　

内
線
２
１
０
２

警
察
の
被
害
相
談
窓
口
の

積
極
的
利
用
の
お
知
ら
せ

警
察
で
は
各
種
の
被
害
相
談
窓

口
を
設
け
、
被
害
者
の
方
か
ら
さ

ま
ざ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
安
な
こ

と
、
手
助
け
の
必
要
な
ど
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
種

相
談
窓
口
の
電
話
番
号
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

■
警
察
の
被
害
相
談
窓
口

○
性
犯
罪
相
談
電
話

1
０２２
‐
２２１
‐
７
１
９
８

○
い
じ
め
１
１
０
番

1
０２２
‐
２２１
‐
７
８
６
７

○
警
察
少
年
相
談
電
話

1
０２２
‐
２２２
‐
４
９
７
０

○
環
境
犯
罪
･
悪
質
商
法
相
談
電
話

1
０２２
‐
２６１
‐
１
１
１
０

○
銃
器
･
覚
せ
い
剤
１
１
０
番

1
０２２
‐
２６６
‐
１
０
７
４

○
暴
力
団
相
談
電
話

1
０２２
‐
２２２
‐
８
９
３
０

○
暴
走
族
１
１
０
番

1
０２２
‐
２６６
‐
０
１
１
０

○
警
察
相
談
専
用
電
話

1
０２２
‐
２６６
‐
９
１
１
０

○
石
巻
警
察
署
安
全
相
談
窓
口

1
０
２
２
５
‐
９５
‐
４
１
４
１

■
民
間
の
相
談
窓
口

○
6
み
や
ぎ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０２２
‐
３０１
‐
７
８
３
０

○
7
暴
力
団
追
放
宮
城
県
民
会
議

1
０
１
２
０
‐
８
１
８
９
３
０

■
問

石
巻
警
察
署
　
警
務
課

被
害
者
支
援
係
　
1
９５
‐
４
１

４
１
　
内
線
２５１

「
建
築
物
な
ど
の
地
震
防
災
対
策
」

無
料
相
談
開
催

耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
改
修
の

相
談
ま
た
は
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

危
険
度
な
ど
の
相
談
を
専
門
家
の

耐
震
診
断
士
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

■
日
時

１０
月
８
日（
土
）

９
時
〜
１５
時

■
場
所

・
矢
本
会
場
　
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
鳴
瀬
会
場
　
小
野
公
民
館

■
問

建
設
課
建
設
係

内
線
１
２
５
３

相
　
談

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ゆ
ぷ
と
よ
り

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

４
月
の
オ
ー
プ
ン
よ
り
午
前
９

時
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
し
た
営
業

時
間
を
、
当
館
の
運
営
規
定
に
基

づ
き
、
１０
月
１
日
か
ら
午
前
１０
時

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。な

お
、
営
業
時
間
は
今
後
季
節

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
の
通
り
で
す
。

平
成
１７
年
１０
月
〜
平
成
１８
年
５
月
　

午
前
１０
時
開
館

平
成
１８
年
６
月
〜
平
成
１８
年
９
月

午
前
９
時
開
館

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

ゆ
ぷ
と
　
1
８４
‐
３
８
５
５

１０
月
１０
日
体
育
の
日
は

「
ゆ
ぷ
と
」に
集
ま
れ
！

■「
格
闘
技
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」開
催

大
人
も
子
ど
も（
た
だ
し
小
学
生

以
上
で
保
護
者
が
同
伴
で
受
講
で

き
る
方
）も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
定
員

３０
名
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

運
動
着
、
室
内
用
運
動
靴
、
タ

オ
ル
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
ま
し
て

一
回
券
の
全
券
種
を
通
常
よ
り

１００
円
引
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
、
定
期
券
、
回

数
券
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

奥松島公園のコスモスが見ごろです
（11月上旬ごろまで）



２０広報東松島 １０月号

社会保険に加入されている方について…
乳幼児医療助成制度の取り扱いが変わります。

平成17年10月から、医療機関の窓口で医療費を
支払う必要がなくなります。

(ただし、高額医療費が適用される場合は、医療費の一部を
支払う必要があります。)

■ 問 保険課　内線１１５１・１１５２

国民年金保険料はまとめて納めるとお得になります。
国民年金保険料には、年度末（平成１８年３月）までの分

をまとめて前払いすると、割引されてお得な前納制度があ
ります。
割引の額は？

何月から前納するかによって割引額は変わります。
例えば、今月中に半年分（平成１７年１０月分から平成１８年

３月分まで）を前納した場合は、毎月納付した場合よりも
６６０円の割引になります。

〈前納は専用の納付書で〉
半年分を前納される場合は、４月に社会保険庁から送付

になっている納付書のうち、領収（納付受託）日付印欄に
｢下記｣と記載されているものをご使用ください。

半年分の前納の納付書をお持ちでない方や、半年分以外
の前納を希望される方は社会保険事務所にお問い合わせく
ださい。専用の納付書をお送りします。
■問 石巻社会保険事務所　1２２‐５１１５

く ら し の 危 険危 険  く ら し の 危 険危 険  く ら し の 危 険  
清涼飲料と間違いやすい

低アルコール飲料
サワー、チュウハイなどと称する、果汁や炭

酸入りのいわゆる｢低アルコール飲料｣が人気
を呼んでいます。しかし清涼飲料と間違いやす
く、子どもがジュースと思って低アルコール飲
料を飲んでしまい、｢体の調子が悪くなった｣
という情報があります。身体になんらかの危被
害を受けたという被害者はいずれも子どもと高
齢者です。

家庭ではこんな点に気をつけましょう
①子どもと高齢者のいる家庭では、日ごろから

清涼飲料と低アルコール飲料の見分け方を教
えておきましょう。

②低アルコール飲料は子どもの手の届かない高
さに置くなど冷蔵庫での保管の仕方を工夫し
ましょう。

③飲む前に、必ず清涼飲料であるか、お酒であ
るか確かめましょう。

東松島市消費生活相談窓口　1８２‐１１１１ 内線１１２９・２１０５問

平成17年9月まで 平成17年10月から 

　保険医療の 
　自己負担分 
　の支払 

受診の際に乳幼児 
医療費助成受給者 
証と保険証を提示 

　乳幼児医療 
　費助成の申 
　請 

　乳幼児医療 
　費の支払 

　市町村窓口であらかじめ受給者証 
の交付申請を行ってください。 
　受診の際、受給者証と保険証を提 
示すれば、自己負担金の支払は要し 
ません※。医療費については、自動 
的に市町村が負担します。 

※医療費が高額の場合は、自己負担分の一部 
　について、支払を要する場合があります。 

東
松
島
市
役
所 

平成１７年１０月分～ 

　 平成１８年 ３ 月分 

平成１７年１１月分～ 

　 平成１８年 ３ 月分 

平成１７年１２月分～ 

　 平成１８年 ３ 月分 

平成１８年 １ 月分～ 

　 平成１８年 ３ 月分 

平成１８年 ２ 月分～ 

　 平成１８年 ３ 月分 

（１３,５８０×６月） 

８１,４８０円 

（１３,５８０×５月） 

６７,９００円 

（１３,５８０×４月） 

５４,３２０円 

（１３,５８０×３月） 

４０,７４０円 

（１３,５８０×２月） 

２７,１６０円 

８０,８２０円 

 

６７,４６０円 

 

５４,０５０円 

 

４０,６１０円 

 

２７,１２０円 

６６０円 

 

４４０円 

 

２７０円 

 

１３０円 

 

４０円 

平成１７年１０月３１日 

 

平成１７年１１月３０日 

 

平成１８年 １ 月 ５ 日 

 

平成１８年 １ 月３１日 

 

平成１８年 ２ 月２８日 

前納する納付期間 毎月納めた場合 前納金額 割引額 納　付　期　限 
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■五人講演会　パー
ト５  　　 19:00 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■就学時健康診断(矢
本西小) 
■野蒜築港見学(野蒜
小４年生) 
■総合避難訓練(牛網
保育所)

■犬・猫引き取り日 
　(9:50～10:00 
　10:00～10:30　　　) 
■おはなし会 
　　　11:00  15:00 
■秋の遠足(赤井南保
育所)

■孫の勉強を見る会
(矢本東小) 
■おはなしのはなたば 
　(大曲小 あすなろ学級) 
■体育教室(中央幼稚園) 
■石巻管内弁論大会
②(矢本二中) 
■芋掘り遠足(のびる
幼稚園) 
■おはなし会　　15:00

■おはなし会 
　　   11:00 15:00 
■石巻管内弁論大会
①(鳴瀬一中・二中) 
■大曲幼稚園体育教
室 
■プール体験教室(大
塩保育所)

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUE～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■図書館休館日 
■矢本一中キャリア
教育週間(～7日) 
■プール教室(赤井
南保育所) 
■総合避難訓練(野蒜
保育所) 
 

■教育相談(10:00～) 
■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■職場体験(～7日 
　中央幼稚園矢本一
中生徒） 
■運動会練習(～7日
鳴瀬幼稚園) 
■生活相談 
　野蒜公民館　10:00

 
 
 
 
 
 
■避難訓練(矢本東小 
不審者想定） 
■英語ふれあい教室
(中央幼稚園)

■図書館休館日 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■機能訓練 　 9:30 
■市民参観日(～12日
矢本東小・矢本西
小・大曲小・赤井小・
赤井南小・大塩小・
矢本一中） 

■教育相談(10:00～)

■図書館休館日 
■和太鼓学習会 
　(大曲小 あすなろ学級)  
■移動体育教室(中央
幼稚園年長児) 
■内科検診(牛網保育
所) 
■キッズサッカー 
　(大塩保育所) 
 

■教育相談(10:00～) 
■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■避難訓練(中央幼稚園) 
■マラソン大会と芋
煮会(鳴瀬幼稚園) 

■内科検診(野蒜保育所) 
■生活相談 
　小野公民館　10:00 
 

■図書館休館日 
■和太鼓学習会(大曲
小 あすなろ学級) 
■不老園訪問(野蒜小
５年生) 
■自由参観週間(宮戸
小 ～28日） 
■移動体育教室(中央
幼稚園) 
 

■誕生会(中央幼稚園
・大曲幼稚園) 
■10月生まれ誕生会
(はなぶさ幼稚園) 
■図書館休館日 

■機能訓練  　 9:30 
■教育相談(10:00～) 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■鳴瀬地区小・中音楽会 
■レクリェーション会 
■２才児教室(鳴瀬幼
稚園) 
■誕生会(大塩保育所)  
■生活相談　 10:00

図 

図 

図 

10月1日～10月31日 

■運動会(矢本西小)

 

■市県民税第3期・
国民健康保険税第
4期・介護保険料
第4期納期 

　(～31日） 
■図書館まつり 
　9:30～ 

■宮城県知事選挙 
 
 
 
■保育相談(～28日　
中央幼稚園)  
■芋掘り(～26日は
なぶさ幼稚園) 
■総合避難訓練(大塩
保育所)

■東松島市農業祭 
　JAいしのまき矢本
支店　9:00～15:00 

■学芸会一般公開(矢
本東小) 
■学習参観日(矢本西小) 
■矢本西小まつり(矢
本西小) 
■文化祭(鳴瀬二中)

 
 
 
 
 
■運動会(のびる幼
稚園、矢本西・赤
井南･大曲・赤井
北・大塩・大曲浜
保育所)

■おはなし会 
　　　15:00 
■ＰＴＡ親子奉仕作
業・レクレーショ
ン(赤井小) 
■運動会(中央幼稚
園・大曲幼稚園) 
■衣替え(はなぶさ
幼稚園) 
 

■囲碁将棋のつどい 
　　　10：00 
■体育教室(中央幼稚
園年長児) 
■ちびっこクラブ 
(大曲幼稚園) 
■親子遠足(牛網保育
所) 
■秋の遠足(矢本東保
育所)

■小中連絡会(矢本二
中訪問　大曲小６
年生)  
■古代米脱穀(宮戸小) 
■小中交流会(矢本二
中) 
■避難訓練(大曲幼稚
園) 
 

■おはなし会 
　　　15:00 
■親子大運動会とバ
ザー(鳴瀬幼稚園) 
 
■秋の遠足(はなぶさ
幼稚園、大曲・大
塩保育所) 
■親子遠足(小野・野
蒜保育所)

■囲碁将棋のつどい
　　10:00 
■祖父母参観(中央幼稚
園、赤井南保育所) 

■世代間交流事業｢いも
煮会｣(大曲保育所) 
■サッカー教室(野蒜
保育所)  
■クロネコ宅急便交通
教室(鳴瀬幼稚園)

■持久走記録会(赤井
南・大塩小) 
■秋の遠足(大曲幼稚
園、赤井北保育所) 
■父母の会研修会(大
曲保育所) 
■生活相談　 10:00 
  
■秋の遠足(矢本西保
育所)

■おはなし会　  15:00 
■学芸会一般公開 
　(小野小・浜市小・
野蒜小・宮戸小) 
■社会への架け橋活
動(矢本二中1年生)  

■東松島市保育協議
会、研修会  
■初期消火訓練(はな
ぶさ幼稚園)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■科学巡回訪問(小野
小) 
■秋季遠足(中央幼稚
園) 
■焼き芋会(大曲幼稚
園) 
■園外保育(のびる幼
稚園) 

■おはなし会 
　　　15：00 
■自由参観日(矢本
二中)  
■体育教室(大曲幼
稚園) 
■ポニー乗馬会(鳴
瀬幼稚園)  
■焼き芋会(大塩保
育所) 

■五十鈴神社参拝(鳴
瀬幼稚園) 
■祖父母参観(大塩保
育所) 
 
■創立記念人形劇鑑
賞会(はなぶさ幼
稚園) 
■体育教室(野蒜保育
所) 

■第1回東松島市市
民文化祭 
　(　　　9:00～) 
■おはなし会 
　　　15:00 
■文化祭(矢本一・矢
本二中) 
■バザー(矢本幼稚園) 
 

■図書整理日　休館日 
■生活相談　  10:00 
■浜小まつり(浜市小) 
■避難訓練(野蒜小) 
■ポニー乗馬会(鳴瀬
幼稚園) 
■焼き芋会(はなぶさ
幼稚園) 
■芋煮会(矢本東保育所)  
■地区清掃(宮戸小)

■おはなし会 
　　　15：00 
■開校50周年記念式
典(大曲小) 
■あすなろ発表会一
般公開(大曲小) 
■学習発表会一般公
開(赤井小) 
■学芸会(大塩小) 
■文化祭(鳴瀬一中) 

老 

老 

老 

老 

老 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

鳴総 
矢保 

老 

老 

老 

老 

～市民の皆さんへ～ 
JRの線路や鉄橋、トンネルには絶対立ち入らないで 

ください。近道、散歩など安易な気持ちが、大きな 

事故につながります。市内でも最近、列車の遅れに 

つながるような危険な行為がたびたび起きています。 

鉄道の敷地内には絶対立ち入らないでください。 

秋の地域安全運動 
10月11日（火）から20日（木）まで秋の地域安全運動が 

行われます。市民の皆さん一人ひとりが犯罪の防止 

に心掛けましょう。  

「犯罪を  見たら  聞いたら 

　　　　　　　　　１１０番」 

東コ 

A

A

A

A

C

CA

CA

CA

C

CACB

CB

CB

CB
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矢 本 子 育 て 支 援 セ ン タ ー  
 
 
 
 
矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー  

 
 
 
 
 
鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー  

７ カ 月 健 康 相 談  
１０カ月 健 康 相 談  
赤 ち ゃ ん 相 談  
乳 幼 児 健 康 相 談  
三種混合予防接種 
 

ポ リオ 予 防 接 種  
 
 
Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
乳 幼 児 健 康 相 談  
麻 し ん 予 防 接 種  

ポ リオ 予 防 接 種
 

 
Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

平成１７年３月生 
平成１６年１２月生 
妊婦および生後３カ月程度の赤ちゃん 
乳幼児および保護者の方 
平成１５年１０月～１２月生　追加 
平成１７年４月～６月生　１回目 
平成１６年７月～９月生　２回目 
平成１７年１月～３月生　１回目 
平成１６年１０月～１２月生　２回目 
平成１７年６月７日～７月２５日生 
乳幼児および保護者の方 
生後　１歳～７歳６カ月 
生後　３カ月～７歳６カ月 
生後　３カ月～７歳６カ月 
生後　３カ月～６カ月未満 

１０月２４日（月） ９：００～  ９：２０ 
１０月２４日（月） １３：００～１３：２０ 
１０月１１日（火） ９：３０～１１：３０ 
１０月２６日（水） １３：３０～１５：３０ 
１０月 ４ 日（火） １３：００～１３：３０ 
１０月 ５ 日（水） １３：００～１３：３０ 
１０月 ６ 日（木） １３：００～１３：３０ 
１０月１９日（水） １３：００～１３：３０ 
１０月２０日（木） １３：００～１３：３０ 
１０月２５日（火） １３：００～１３：３０ 
１１月 ２ 日（水） ９：３０～１１：３０ 
１０月１１日（火） １３：００～１３：３０ 
１０月１３日（木） １３：００～１３：３０ 
１０月２１日（金） １３：００～１３：３０ 
１０月２６日（水） １３：００～１３：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

●健康相談・予防接種のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がいかない方と、転入された方はご連絡ください。
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０８・３１０９問

●第43回　いきいき健康講座
■テーマ ｢高脂血症について｣
■日時 １０月１８日（火）
■入場開始 １８時
■講演 １８時３０分～１９時
■講師 佐藤敬先生（弘前大学医学部付属　脳神経血管病態研

究施設脳血管病態部門教授）
■場所 東松島市コミュニティセンター　1８２‐６９６９
■入場 無料
■主催 医療法人医徳会真壁病院
■問 真壁病院　1８２‐７１１１

●禁煙教室のご案内
｢たばこをやめたい｣｢やめたいけど、きっかけがない…｣と考

えている方を対象に、禁煙教室を開催します。
■対象者 ６９歳までの方（性別は問いません）
■場所 矢本保健相談センター
■内容 平成１７年１０月～平成１８年２月まで、月に１回程度保健

師・栄養士が個別指導を行います。１回の教室は１時
間程度で、血圧や体重を計ったり、機械を使って呼気
中のＣＯ濃度や尿中ニコチン濃度を計ったりしてヘル
スチェックしながらすすめます。

■申込 １０月１２日（水）までに電話で申し込みください。
※定員になり次第締め切りますので参加希望される方はお早め
に申し込みください。
■問 健康推進課　1８２‐１１２３まで

●総合検診を受けていない皆さんへ
平成１７年度未検者を対象に総合検診（結核検診・基本健康診

査・大腸がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウィルス検査）を実
施します。

明るく健康に生活を送るため、ぜひ受診ください。
■実施日 １０月１７日（月）
■受付時間 ９：３０～１１：００／１３：００～１４：３０

１７：３０～１９：００
■場所 矢本保健相談センター
※基本健康診査・大腸がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウィル
ス検査は、再通知しません。以前に送付した受診票をお持ちく
ださい。
■問 健康推進課予防係　内線３１０２・３１０９

公立深谷病院に内科医着任
このほど、公立深谷病院に内科医

が着任しました。
着任したのは、河

かわ

村
むら 　

修
おさむ

先生です。
地域医療への貢献が期待されます。
■問 公立深谷病院　1７３‐２１１１

石巻管内の精神障害者相互の交流と精神障害者に対する
地域住民の方々の理解を深めていただくことを目的として
行われています。市民の皆さまのご参加をお待ちしていま
す。
■日時 １０月１８日（火） １０：００～１５：００
■場所 東松島市コミュニティーセンター
■午前の部

ふれあいコンサート～音楽セラピーとの出会い～
講師　大木利賀子先生
※昼食は１２時からとなります。各自ご持参願います。
■午後の部　

各テーマに分かれ、精神障害者の生活について考えます
①自立支援法って何？
②支援センターの役割について
③精神保健福祉手帳の上手な使い方

※参加ご希望の方は、下記日程までに担当へご連絡ください。
■申込締切 １０月１１日（火）
■主催 宮城県石巻保健福祉事務所、東松島市
■問 福祉課社会福祉係　内線１１７５

平成17年度精神保健地域交流会のお知らせ
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市の人口

（平成17年8月末現在の住民基本台帳）

男　21,526人（＋15）
女　22,276人（－ 8）
計　43,802人（＋ 7）
世帯数　14,414戸（＋16）

（ ）内は前月比
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敏
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長
会
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氏
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年
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政
区
　
　
氏
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保
護
者

（（（（（

休日診療担当医院表

※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

加 藤 医 院  

みやぎ東部循環器科 

藤野整形外科 

いしがき みみ はな 
のどクリニック 

ひかりサンテクリニック 

石垣クリニック 

82－2030 

82－9930 

83－2121 

84－1187 

84－1333 

83－7070

10/2(日） 

10/9(日） 

10/10(月） 

10/16(月） 

10/23(日） 

10/30(日） 

92－7651 

93－9693 

22－1714 

95－4121 

92－8805 

22－1152

鳴瀬中央医院 

 

 

 

佐幸内科 

87－3853 

 

 

 

88－3737 

 

佐久間眼科小児科医院 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

あいかわ小児クリニック 

阿部こどもクリニック 
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大曲浜漁港の外れ、浜の人々の暮らしを見守るかのようにひっそりとたたずむお不動様があり
ます。それが波切不動尊です。

その昔、仙台藩主伊達政宗公が海上で大
おお

時
し

化
け

に見舞われた際、神仏に祈りをささげ難を逃れた
ことから祭ったと言われる不動尊像が収められています。
この不動尊像は当初、石巻の海門寺に安置されていました
が、その後、矢本字上舘下にある願成寺に移され、昭和２
年９月、現在のお堂に祭られました。

以後、波切不動尊は浜に暮らす人々の信仰を集めてきま
した。漁師たちは不動尊に大漁を祈願して出漁し、浜で待
つ家族は、出漁した家の主が無事に帰ってくることを祈っ
たのです。

現在でも旧暦の６月２８日には、氏子や浜の皆さんが集ま
り、大漁や家内安全を祈願する祭典が行われています。

波切不動尊 

矢本町漁業 
協同組合 

下浜橋 

上浜橋 

北
上
運
河
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

9
月
１３
日
、
待
望
の
矢
本
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
が
開
通
し
ま
し
た
。

開
通
式
の
取
材
を
終
え
、
さ
っ

そ
く
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
通
っ
て
み

た
担
当
。
矢
本
西
小
学
校
側
か
ら

入
り
仙
石
線
と
国
道
の
下
に
設
置

さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
、
矢
本

流
留
線
に
ぶ
つ
か
る
信
号
に
到
着
。

そ
の
間
数
十
秒
。
今
ま
で
踏
み
切

り
に
捕
ま
り
、信
号
で
止
め
ら
れ
、

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
5
分
以

上
か
か
っ
て
い
た
通
過
時
間
の
大

幅
な
短
縮
に
、
感
動
す
ら
覚
え
て

し
ま
う
担
当
で
し
た
。

菅
野

写
真
の
腕
を
少
し
で
も
上
げ
た

い
と
、
先
日
写
真
の
研
修
会
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
県
庁
を

会
場
に
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
講

師
に
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

義
で
は
、
カ
メ
ラ
の
仕
組
み
や
撮

る
と
き
の
コ
ツ
、
そ
し
て
、
公
園

で
の
実
践
練
習
と
内
容
の
濃
い
講

義
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
講
義
を
生
か
し
て
、
記
録

だ
け
で
な
く
記
憶
に
残
る
よ
う
な

写
真
が
撮
れ
れ
ば
と
思
う
担
当
で

す
。
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